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98
聚落（じゆらく）にても、森林（しんりん）にても、海（うみ）にても、陸（をか）にても、聖者（しやうじや）の止（どど）まる處（ところ）、其處（そこ）ぞ樂（たの）しき〔處（ところ）なる〕。

99
森居（しんご）は樂（たのし）むべし、之（こ）は衆人（しゆじん）の樂（たのし）まざる處（ところ）、離貪（りとん）の人（ひと）は之（これ）を樂（たのし）む、彼等（かれら）は諸欲（しよよく）を求（もと）めざるなり。



千千品（せんせんほん）第（だい）八

100
意義（いぎ）なき文句（もんく）の語（ことば）は、〔其（そ）の數（すう）〕一千なりとも、人（ひと）の聞（き）いて寂（じやく）を得（う）べき有義（うぎ）の一語（ご）は之（これ）より勝（まさ）る。

101
意義（いぎ）なき文句（もんく）の偈（げ）は、〔其（そ）の數（すう）〕一千なりとも、人（ひと）の聞（き）いて寂（じやく）を得（う）べき一偈句（げく）は之（これ）より勝（まさ）る。

102
意義（いぎ）なき文句（もんく）の偈（げ）一百〔章（しやう）〕を誦（じゆ）せんよりは、人（ひと）の聞（き）いて寂（じやく）を得（う）べき一法句（ほつく）〔を誦（じゆ）する〕ぞ勝（まさ）れる。

103
戰場（せんじやう）に於（おい）て千千（せんせん）の敵（てき）に克（か）つものよりは、獨（ひと）り己（おのれ）に克（か）つもの、彼（かれ）こそ最上（さいじやう）の戰勝者（せんしようしや）なれ。

104 105
己（おのれ）に克（か）てるは、總（すべ）て他（た）の人人（ひとびと）に克（か）てるに勝（まさ）る、天（てん）も乾闥婆（けんだつば）も、魔王（まわう）も、並（ならび）に梵天（ぼんてん）も、此（こ）の常（つね）に己（おのれ）を御（ご）し自（みづか）ら制（せい）する人（ひと）の勝利（しようり）を轉（てん）じて、敗亡（はいまう）となすこと能（あた）はず。

106
人（ひと）若（も）し月（つき）に月（つき）に、千金（せんきん）を〔棄（す）てて〕、犧（いけにへ）を供（きよう）すること百年（ねん）、而（しか）して又（また）一人（じん）の己（おのれ）を修（おさ）めたるものを供養（くやう）すること頃刻（しばし）ならば、此（こ）の供養（くやう）こそ、彼（か）の百年（ねん）の焚祀（ぼんし）に勝（まさ）りたれ。

107
人（ひと）若（も）し林閒（りんかん）にありて、火神（くわじん）に奉事（ぶじ）すること百年（ねん）、而（しか）して一人（いちにん）の身（み）を修（おさ）めたるものを供養（くやう）すること頃刻（しばし）ならば、此（こ）の供養（くやう）こそ、彼（か）の百年（ねん）の焚祀（ぼんし）に勝（まさ）りたれ。

108
供犧（くぎ）や、焚祀（ぼんし）や、此（こ）の世（よ）に福報（ふくはう）を望（のぞ）めるもの、終歲（しゆさい）之（これ）を行（おこな）ふとも、總（すべ）て其（そ）の〔功德（くどく）〕直行（ぢきぎやう）の人（ひと）を
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「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Kokuyakudaizokyo-kyobu-12.pdf/27&oldid=213973」から取得
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		 このページの最終更新日時は 2023年11月19日 (日) 14:53 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。



		プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	モバイルビュー



		[image: Wikimedia Foundation]
	[image: Powered by MediaWiki]





		

	
 

 

		
		

本文の横幅制限を有効化／無効化







